
　
福
岡
に
集
ま
っ
た
会
員
に
会
長

か
ら
今
期
限
り
で
退
任
の
意
志
が

告
げ
ら
れ
、
理
由
が
「
高
齢
の
た

め
」
で
あ
れ
ば
止
む
を
得
な
い
、

と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
。
福
岡
の

会
員
は
会
長
を
入
れ
て
わ
ず
か
３

名
で
あ
る
が
、
こ
の
学
会
の
中
心

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

　
次
期
会
長
の
候
補
に
は
福
岡
の

会
員
の
中
か
ら
と
い
う
意
見
に
な

り
、
中
島
和
男
副
会
長
と
い
う
意

見
に
な
る
。
当
然
の
結
果
で
あ
る

と
思
わ
れ
、
事
実
そ
の
通
り
に
な

っ
た
が
、
世
の
常
と
し
て
最
初
は

断
る
意
見
を
述
べ
る
。
中
島
会
員

も
同
様
「
自
分
は
日
本
語
の
教
員

で
な
い
か
ら
日
本
語
教
育
が
学
会

名
に
な
っ
て
お
り
会
長
に
は
如
何

で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
こ
の
学
会
は
日
本
語
教
育
に
関

す
る
論
の
発
表
が
多
い
の
は
確
か

で
あ
る
が
、
学
会
名
は
「
日
本
文

化
研
究
」
と
な
っ
て
お
り
、
日
本

の
文
化
、
文
学
に
関
す
る
発
表
も

さ
れ
て
い
る
。
中
島
先
生
は
毎
回

必
ず
「
記
憶
文
化
」
に
関
す
る
発

表
を
し
て
お
ら
れ
会
長
に
な
ら
れ

て
も
何
等
問
題
は
な
い
。
と
の
意

見
が
出
さ
れ
中
島
副
会
長
も
「
そ

れ
な
ら
」
と
会
長
を
承
諾
さ
れ
た
。

次
の
会
長
へ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
終

っ
た
。

　
こ
の
経
過
を
８
月
　

日
の
理
事

２２

会
に
か
け
承
諾
を
得
る
こ
と
に
し

た
。
一
つ
の
大
き
な
仕
事
を
し
た

よ
う
な
感
が
な
さ
れ
た
。

　
金
会
員
が
鞄
の
中
か
ら
ポ
ス
タ

ー
の
コ
ピ
ー
を
出
し
た
。　

日
の

１１

昼
に
韓
国
の
事
務
局
か
ら
胃
が
届

い
た
と
い
う
。
ポ
ス
タ
ー
の
本
物

は
ま
だ
日
本
に
は
届
い
て
い
な
い
。

今
年
の
招
待
講
演
は
誰
で
あ
ろ
う
、

と
思
っ
て
そ
の
部
分
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
。
驚
い
た
事
に
そ
の
欄
に

は
「
藤
井
茂
利
（
学
会
会
長
）と
あ

る
。
」発
表
時
間
は
　
時
か
ら
　
時

１０

１０

　
分
と
な
っ
て
い
る
。

４０　
６
月
の
レ
ジ
メ
集
に
出
す
要
旨

は
発
表
時
間
　
分
に
合
わ
せ
た
内

２０

容
に
し
て
い
る
。
題
目
も
レ
ジ
メ

集
に
は
「
道
後
温
湯
碑
」
の
中
の

「
給
」
と
し
て
い
る
。　

分
発
表

２０

に
合
わ
せ
た
題
目
で
あ
り
用
意
し

て
い
た
内
容
の
紹
介
で
あ
る
。

　
発
表
時
間
が
　
分
で
あ
れ
ば
　

４０

２０

分
間
発
表
内
容
を
加
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

を
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
８
月
　

日
の
３
名
の
理
事
会
は

１２

次
回
の
会
長
候
補
を
　

日
の
正
式

２２

理
事
会
に
出
す
こ
と
で
閉
じ
後
は

懇
親
会
と
な
っ
た
。

　
８
月
　

日
は
　

時
タ
ク
シ
ー
で

２２

１４

西
南
学
院
大
学
に
出
か
け
る
。
４

月
の
時
と
同
じ
名
誉
教
授
室
に
オ

ン
ラ
イ
ン
の
装
置
を
し
て
中
島
会

員
が
待
っ
て
い
た
。

　
　

時
保
坂
会
員
の
司
会
で
理
事

１５
会
が
始
ま
っ
た
。
会
長
挨
拶
は
例

の
通
り
短
く
す
る
。
そ
し
て
　
年
’22

限
り
で
会
長
を
辞
す
る
提
案
を
す

る
。理
由
は
高
齢
　

歳
に
な
り
体

90

調
不
良
の
た
め
と
し
た
。
理
事
会

で
こ
の
提
案
は
認
め
ら
れ
、
８
月

　
日
の
総
会
に
掛
け
る
こ
と
に
な

27っ
た
。

　
次
に
会
長
候
補
の
た
め
で
あ
る

件
に
話
題
が
移
り
、
８
月
　

日
に

１２

福
岡
の
会
員
で
決
め
た
「
中
島
和

男
副
会
長
」
を
会
長
に
推
す
提
案

を
示
し
た
。
こ
の
提
案
を
司
会
者

が
受
け
取
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
参
加

し
て
い
る
会
員
に
意
見
を
聞
く
こ

と
に
な
っ
た
。
司
会
者
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
中
国
２
名
、
日
本
５
名
、

韓
国
２
名
の
理
事
に
意
見
を
聞
き

全
会
一
致
で
あ
る
と
の
報
告
が
な

さ
れ
総
会
に
掛
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
金
会
員
が
会
計
の
収
支
報
告
が

北
九
州
か
ら
な
さ
れ
理
事
会
を
閉

じ
た
。

　
８
月
　

日
、
学
会
発
表
会
の
日

２７

が
来
た
。
韓
国
新
羅
大
学
（
釜
山

市
沙
上
区
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
の
基

地
に
中
国
は
大
連
外
国
語
大
学
、

天
心
科
技
大
学
、成
都
東
軟
学
院
、

山
東
外
字
大
学
の
他
、
韓
国
か
ら

は
新
羅
大
学
か
ら
多
数
の
発
表
者
、

日
本
は
日
本
大
学
、
四
国
学
院
大

学
、
青
山
学
院
大
学
、
岡
山
理
科

大
学
、
高
知
県
立
大
学
な
ど
凡
そ

　
名
の
発
表
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

５０結
ば
れ
た
。

　
招
待
講
演
者
と
な
っ
た
会
長
は

予
想
外
の
　
分
間
の
話
し
を
「
給
」

２０

の
用
法
か
ら
始
め
た
。「
給
」
は

「
賜
」
と
同
等
と
い
う
説
が
あ
る
。

古
事
記
上
巻
に

　
以
此
鉤
給
其
兄
時

　
　

此
の
鉤
を
以
て
其
の
兄
に
給

　
　
は
む
時

　
　
　

中
略

　
云
而
於
後
手
賜

　
　
と
云
ひ
て
後
手
に

 　
 

 

賜
 

へ

た
ま

と
あ
り
、
失
っ
た
鉤
兄
に
渡
す
動

作
は
「

 　
 

 

賜
 

」
と
「
給
」
は
全
く
同
等
と

た
ま
う

説
明
さ
れ
る
。

　
日
本
の
古
語
辞
典
を
見
る
と

　
　

岩
波
古
語
辞
典
は

　
　
　
た
ま
ひ
［
賜
ひ
・
給
ひ
］

　
　

角
川
古
語
辞
典
は

　
　
　

た
ま
ふ
［
賜
ふ
・
給
ふ
］

　
　
時
代
別
国
語
大
辞
典
（
三
省

　
　

堂
）
は

　
　
　

た
ま
ふ
［
賜
・
給
］

と
「
賜
」「
給
」
が
併
用
さ
れ
て
、

同
等
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
漢
語
林
」（
大
修
館
書
典
）に
よ

る
と
「
給
」
は
糸
を
つ
む
ぐ
と
き

切
れ
れ
ば
す
ぐ
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ

に
す
」
意
と
さ
れ
、「
賜
」
は
「
腕

を
つ
き
だ
す
の
意
で
」
目
上
が
目

下
に
金
品
を
お
し
や
っ
て
与
え
る

の
意
味
で
用
法
に
相
違
が
あ
る
と

感
じ
ら
れ
、注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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